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一週間のケンブリヂ大學
寄宿舎生活
理學博士　長岡掌太郎
！£馬事＝［：’iit・昨1925年、國際射術轡型σnternati・nal　iミel・earclh　C・・u・cli）〔こ列するナこ
め渡厭ぜられ、堀川プ1ユセル及び英囲ケンプリチに数週間を過され7こ。此の中
（）、ヶンプリヂの會合ば、本誌にも屡々記し71如くx國際天文同盟（工ntematlonal
Ast「onomical　Un：on）の第三圏の総會であって、我がEI本からば、長鰐教授のほか
に、q’山、松隈雨教授も出席ぜられナこ。こSに載ぜる丈に、長岡教程受がth　Sして
ケンフ甥ヂの會の一辺間大笠の寄宿舎に起臥して、全世界の天文學者ナこち書朝夕
為共にぜられ六日の土産話であろ。中に騰て割る人物ば、殆んこすべて現代の天
際學界に活躍する人々であって、吾々、天文准知る者にに實に解きざる興味ε親
しみミな答える◎（山本）
　　　　　　　　（1）
　昨年七月プルジセ戸レで開かろy萬國學術研
究會議に出席dよミの命令た受け、五月三十
一日【こ横濱ゐ9面し、逝∈國た系璽’て六月二』1ザく日，
パリに入り、一週間澱在の後プ，レソセルに行
｛lt、會議に参列しナこ。各種の科塁な代表けこ
學者蓮が二十名丁場も列席して、大分賑かな．
會合ではあつブこが、雑酒なく大業教授會に似
瞭であろ。果してその厄に逢ばなかつfこオ
ランタ巴スウエデン．デンーge　一一ク．アメリカ等の
學者に、中欧諸國の浸入た望みしに鑑がみて
判る次第であろ。余ば感情に走るに學者の持
ち前三杯酢の発つぼいのε同線だご思ひ、べ
，レギーの都為去ってケムプ）jPヂに向つナこ。
　　　　　　　　（3）
　i’・’jじ研究會議の一部に饒すろ萬國天文二三
1離郷灘き識灘｝鮮難癖鰐難1
、嚇嚥。繍酬拠む副鋤構瓢纏駝糠雲磐
に設けらtz　7：のであって、名［工國際tか萬國
ミか申す形容詞な冠ぜられても、賓ば中欧諸
國だ除外し六二合である。然るに平和が締結
され曽てより翫1こ一ヒ年…為糸至過してみるから、國
境無き學i『の進歩奄圖ろ1：　ti．ド／ソその他
の諸國た油入せしむるが至當である芝、れれ
も感じさふなものであろが、ベルギー、フラ
ンスの如き最も敵弾に浴びし図の學者ば、會
議の目的に背くミ固く軌って動かす賛的な戦
孚を挑走しtl國の學者匡仲聞入りぜしむろ
こ定全然不可なりt痛切に諭議し、遽に復有
名無實の萬國會議Sして、依前奮規に運ふこ
亡になった。．つまりかくの如き議論潜吐く學
者の論嫁にば感情ミゆす人心秘丈配するもの
が臓裡にわだかまってみる1ビば明白であろ
誠に余の如きものが祭問に國境無しの設か爲
ぜ（／“それば、ドイソの四十サンチ爆弾の辛味
を知らないからだ蜜あざけろ口舌によって明
tの意味である。是に丁度余の意に適つた譲
で．プ〃ツセルから電報で寄宿舎の一室な借
り度いビ申込んだ。ロンドンからi夢の穗の黄
ばみ7；る畑P、牧場で暑さ為凌ぐため牛馬が
小川の傍のPう柳の影に憩へる、誰澗な景色
た眺めつ・二時同計りでケムフ“弓ヂに着い
プこ。直に愈議の事務所に就て寄宿舎の当校所
麗のものなるか定跡ぬれは㍉セントジヨンス
カソヂ（St・　」・hn’s　C・11ege）のH號亡定めてあ
るこごた知らぜてく“L’rこ。
　　　　　　　　（4）
　こS匡恩師菊池大麓先生が群ばれた大學で
あれじご縁故も深し、學生の生薯舌男こ態ば註舌に聞
いて占）ろカa’B際1こ就一て見るも一興だ虐，思ひ、
自働車を躯ってセンF・ツヨンスの門［こ着い
ナこ。門に中世紀の歴史に示さるS高い塔が屹
立して、その中間た廊下で江らね、その下
な通行口にしてあろ。夜は大なるドア潜閉ざ
，2・4tL 一辺問のケンフ“・）　e’大學寄宿舎生活（長岡）
し、右倶ljlt門番か呼び幽すベルの取手が設け
てある。塔の爾側に匡二階迭りの煉：瓦屋があ
る。門番匡シ，レ〃。ハツ＞1こ黒装束で通行人．
を監示見して80る。自；助ユ・匡奄止めて荷物7te下さ
んtするご、4ヤ久し振りですね一定言ひつ
・握手准求めろ人がある。饗わら絹子の書ぴ
色になつずこのな冠り汚れエリtミ／ヤソ准・活け
甲（、さも辻こじきの孝茉である。［ミてさて是に何
人ぞS驚いてみろ内に、「君ぱ忘れアこか僕ばキ
ヤムベ，Uだよ」ビ笑びながら自ら名乗られ7こ
ので初めて氣が付き　あの同庁物理研究所の
キヤムベッ君ですかS問へば「さうだよ・今に
櫨退してケムプ￥yヂに自分の’づ・研究所た作
ろつもりだ、君’の來るこtほ知ってゐtlが、
然し門前で超着するの匡物怪な幸、tき【こ寄
宿舎は謡扇だ」t問にれて、事務勝でもらっ
乱雲た示ぜば、「僕が案内してやる」EN中庭
か左に行き、二階下の一角H號に二つナこO
　　　　　　　　　（5）
溝職・ニー晒敷位の郡彫）中央にテープJV　i
カごあiJ、その四擾1こイスカミある、重げ＝にソ・フ
アが備へられて、二つの窓の下にぱ各．卓があ
って文房具が整ってみる。一方の壁ににスト．
一プがあり、他方にに書棚があっ糞、書籍に
交學的脛濟的のものが見えナこが、その所有主
f：ろ學生は漏坐してゐナこ。その測に戸がある，
外國の風俗異つ糞所でば、失敗で無いミ思っ
ても、時にに失敗であろから麟言［tできない
　　　　　　　　　（6）
　やがて赤帽ならzaシルグ、ハツ1・lt荷物た
凱屋に忌んでくれるσ話も大分進行して落ち
思いナこ心持ちがすろt、キャムベル’君ば、
「ノ）P　〉先生が亡くなって氣の毒だつ大よ、君
も日本でノソト先生に教につたさうだね一、
好々爺だつ71が、遽に世な去られ穴悼むべし
であろ」e言にれて、涙の二つるのた知らなか
った。世界は廣くて狭い亡ば知ってゐうか、
キャムベル君がアイルランド∠kれ．であるに係
はす余ε同じくノyト先生に就て學んだこオ
も珍らしき二二である。
　部屋の窓から申庭の向ふに古色漫然εし
て高くそびゆるチャペルの毎た眺めながら寄
宿舎の事たキャムベル君亡問答し、迷宮の勝
手があらまし到ろもキャムベル君は是から
校内た案内しゃうt、中庭奄描ぎり食堂に怪
いすご古きゴシy〃建ての高い天井の下に食卓
が陳列されてある。その上壇にに又食卓があ
る。こsが敏授のテPプ｝レだ亡教へられ7こ。
　學生の食堂の壁に、油絃が澤山懸けてあろ
是等ばセン1・・．Vヨンスた聞こ有名な人の像
で湿生の模範定なるべき歴々である。湖上詩
人の一人であろウナーズウオースの爾側に
開ければペツドがある、洗面器がある。タンi天文著者ジョン・・一シエ，レや海王星の獲見を
ス．がある、　ラケ）ン　］・が二つ三つ懸けてある
その下にスボーソに用みる諸種の靴が列か
爲してみる。向ふ側の戸7asLlければ小嚢所が
あり、ガス雄のみか、銀裂・のサジ、フX　一一ク
茶わん、皿杯皆備ってみて小さな家庭のpう
に馴iれ．7こ0暫くする蜜古風な廣いボンネ）ン
トを冠り、靴までおほぼれナこ長スカート為に
い．ｽ老女が來て、部屋物見まばって温て二つ
カ。
　余［工tvei　tエりす，、　「あの女［i郵司「者ナご」Eキヤムベ
））／君に問へ1“「あれに世話やき婆あさんだ、
一Elに四度位來うから、何か用があれば彼
に頼み給へ」rt言ふ。そこで合二一しナこが、余が
四十年前帝大の寄宿舎に居ナこ暗の事た思ひだ
ゼば、東西雲泥の差があって何だか迷宮に入
つナこ心地がして判らnこiSlぽかリー、籏の恥匡
かき捨てご昔から言ふけれこも、まついとを
して．隣近所の熟生に畳ら“L　za口本人があん
なしくじりたした亡、笑ひ話の種高作って［t
困るE思ひ、キャムベル君に萬事聞きナこS“し
て置いずこから、大失敗ば無かつれっもりだが、
以て有名なるアダムスの青年時代の像があろ
数學者シルヴエスターの二二が向ふ壁にかけ
てあろ。博言學者バーマーがアラビヤ服hf・ue
て之書相乱してみる。その他著名な人の像が
二十ばかり列を噛してみろ。そこで余［t不審
為起しブこCDKnセンNツヨンス、カソヂで
永・．二二ゐρ執ってみて、良教科書な編纂しプこ
ので、「日本でも二等にその恩讐に浴してゐ
雲トドハンタ先生の像li二二にありますか」
ぜ問へば「あの人生もう亡くなつ宏、すりヂナ
、）チ・一の少かつ六二だから、その名も既に亡
びナにSにかけらろ」名子忍祷ばないこ沼工
當然だよ」定葡iれて、ケムプ・1ソヂ大學の
数學試瞼に難解の問題た出し短時間に解答か
求めて樋分学生ズピ麟まし、すこぶろ弊害か評
しずこ習償も今［ten［t下火亡なって濁創的研究
に重きな措くやうになつプこ事實が判明し7：s
實［：賀すべきこビである。
　　　　　　　　　（7）
　食堂から奥庭に向ひ二階に上れば談話室が
ある、化道者リヴエイングの寸言が1喘げてわ
一週間のケ：・　v“リヂ大學寄指舎生活（長岡） L，45
r一一・一　一一
ゐ。．いすテーブル’sl贅澤なものが集めてあ
fi。是から先きに圖書室で、本棚が餌付燃し
てみろ。右に諾うれば寄宿舎があるQ庭ゐ2圏
んで箏爪であるその一角にば蜆今ケムプ11ソ
ヂ石塁物理學の重鎭であろサー、ツヨセブ・ラ
＿モアが二室炬占めてみる（〉前に言己したトド
．、ンタ唄工醐書室に隣接すろ室に住んでゐfこ
さうである。その後隣に寄宿して胡ニエヂン
バラヲミ丈塗褻・長サムソンな言自問し7こビき、f．長岡
君、君ばトドハンターの教科書奄讃んだこミ
に無いか」言口旧れプこ、rレ・やその先生の跡ば
如何になつアこか知り度いのです、敏科書の恩
恵にに浴しまし7こが、又難解の問題に頭励存
學に在ってに、前に古人無く後に來玉無しで
あるけれこも、すこぶろ常識の映けナこ人であ
っ』ｽ、トリニチー校に住居してみるSき猫か
飼ってゐ．tl、その猫が子たノT三んだ、親猫の出
入りする穴ば穿けてあっナこが、子猫が生れ六
からrtて、傍に又小さな穴為穿けナこさうであ
る。幾何學の大家の常識に是で判官されろ其：
の心しくじり話ば多くあるけれこも、絵り馬
鹿けてる冒て霊卜すも衣日f可ばしい。
　現今ば前世紀から今世紀の初めに雷名な亡
ゴうかし「た物理唖者サ’一　xジョーセブ、タム
ソンが住んでみる。先生の額ば學生の食堂に
懸けてある。多数の名士の内に蜀り緋の衣た
催し’7こ事も数知れまぜぬ強答へ’tこ書ころが司着てねるのが何だか愛であっナこから、キャム
この戸の上に學生の名が書いてあろ。その下
1：もこSしてアイザyク・1・ドノ・ンPt・・一の字
ヵミ見；ミ＿ろ　　「こ　～・［幽居ナこのナごよ、　今や教孝乎書も
新まりこの名も次回の塗り替へにべ隣れ一戸
のペンキの下に葬られんSしてみろ悼ましい
こ亡だ。教科書で名為残すapうな淺い了簡で
に駄目だよ・之に引き代ヘアダムスの功績に
赫々71るものだ今度大文亭會に集つ’7こ世界の
名士にれれ一人知らぬものばあろまいが・1・
ドハンターか知るもの幾何ぞ」ε蕪然亡し”C
あざわらつ．ナこのほ面白い。
　　　　　　　　　（s）
　キヤムベノレ君‘［こ心力・れて奥庭』毒9出ぺL4ご膨覇塗
深く堂暴雨レヅこる草叢の岡か流るsカム川に
架しナこ橋な見大。この橋ば歎息橋tいってこ
Sの名所であるぜ申しナ；Qそこで余に不審に
堪えす、「この閑雅な擁に歎息する厭世者た出
す定は、恐らく試瞼に落第．し六誌面が橋上か
ら川の流れな見て卒業するものかうらやみs
逝くものばかくの如しミ歎息すろ意味か、に、
キャムt・・　rレ君に問へば、「それば思ひも寄ら
ぬ考へだ、ヴ’工ニスの）］ア岡・にあろ橋為モ
デルにしてこしら．ベアこ矯で、名象で同じぢや
ないか」t言にれて、自分の端摩し唱た事・が丸
切vJ　．ilnであっ’たこ凝固恥ぢナこ。
　　　　　　　　　（9）
　セン｝、ジ’ヨンス、カレ’ヂの蓋門ゐg出でtS
にれの老樹の並木の間を歩み、隣のトリ：一チ
｛、カレヂに入つ’た。こsに長い廊下がある、
ニウトンが嘗て音の二度4測定すうに利用し
たさうである。その他ニウトンの古跡ば澤山
ある。その白んでゐナ二部屋も現存してみろ、
ニウ〉ンに数β・物理學等においてば灘レにお
ける孔夫子に杓しき人であろカ㌔撒學や物理
ベル測こ問へば、贔に近年撫興征らる・即位
服だ、君も数日内に匡着なければなうまいよ
　ビいふ、妙な穿准めかすなS思つナこけれこも
笑談だt思ひ氣に止めなかった。
　　　　　　　　　（IO）
　　かく巡1円し一’（みろ内【こ、e．El：工E舟二過ぎ【こな
つナこから、大急ぎでロード、ケ’レヴヰンの學ん
だピーターハウスに行つナこO如何にも貧弱な
傷物で、チヤペ，レも名かばりである然し恵白
いこE［こば電燈の登明あって間もなく・のレ
　ヴキンが寄付し7こ設備た見ナこ。なろ程今から
見る書蓉式で、スウヰツチなごの㍉．f怪なるこ
t歴史的に攻究すれば炉辺多大である。そこ
で何故に此の校だけかく貧弱なるかなキャム
　ベシ君に問ふすご慮が、この校［tスコソFラン
　ド生れの人が來ろtころで、純イギリス人E
測｛こなつ一てるる。こy［こ’マルス．ウxJレやテ
　イ1・もみナこさうであろ、同じ7“リチソシユで
　あっても、その間に幾らかの閥があっ’C　xケ
　ルヴヰンもその理由でこSに寄宿し7二そうで
ある。嘗てグスウエ耐工その後軍かの事晴
で骨1）ニチーに移つす＝さうだが、ニウトン後
　の大盛者εして1・リニチーでlt誇りEしてみ
る。是でケ・げギンがケムプ・」・」））ヂに敏授t
ならざりし事も推量できる○叉マクスウエ
　，レが1・リニチーに原｝なかっずこなら〔ゴ、恐らく
　カヴエンヂツシユメ験場の建設に典らなかつ
ナこらうピ察ぜらうる。同國人でもこんな懸隔
・があるビころSe見れば、異國人に封して如何
　であらう、況んや東洋人において葎や定言ば
ざろ為得ない。印度から來た留虚心が、拶i三英
熱に浮かさるSも想ひ営るこピがむつかしく
　ない。
　　　　　　　　　（ll）
i2126 一週簡のケンプリヂ大學寄宿舎生活（長岡）
　キヤムベルノ君’1こ再會た糸乱してセン1・、ジ’ヨ
ンス校に婦り、直に食堂に入れば、七八人置
埴の教授席に控へてるる。ゼーマンi高詠の護
見為以て世界に名奄知られナこるセーマン教授
（t、十五年振りで二つ糞。ごま璽の髪も杢く白
．くなって、最早老境に入らんざしてゐうが、
相攣らす談笑して厭味の無い顔付為してみ
る6眼光人彪射って隙の無い三彩な示してみ
ろフエY工二軍に、大戦に無線電信に出すろ
磨用改妻た以て斯界の亘頭ごして知られてみ
るが、近頃感光こ池の利用な思び付き其の敷：
能な吹聴してみる。天文學の大問題であろ三
二連；動の攻究な機械i梅に終了し六ス〉陣ムグ
レンid：劇L道の複灘1な形こ況為r話してみる。へ｝1ノ
ツスプ♪レングに南亜に旅行して変光星の齪測
た面し象乱声談な試みてみろサムソン1工時辰
儀芝無線覚信で経度秘測定すろ方法准論す
ろ。ヂンハレに余εスペクDレ研究の方法結
某嘉な談じてみたが、卓の一方に席を占めて
みろラーモァ二二の談話に二二の注意ば梯匡
れナこ。「エーテ，レS物質」i！題すろ教授の…召し；：
ば物理智者が搦創的著述ミして、今世紀の始
めに持てF．　Jpされ歪ものであるQ門番の話に
よれば四十蝕年寄宿含に寄遇して、生涯な
この佼で過ごすつもりであらうs今日でに全
く校の活歴史であろオの；Eであろ。教授に
聾かけれ質問ば四壁にかけナこ名士その他の肯
像の由來である。最も珍らしきば、正信に在
る婦人の像であろ。中世紀奄距ろこ劇感から
ざる装束で、母校にほ線もゆかりもi二階ささう
な風勢な示してみる、然し是ほヘンリー七世
の母マーガレ端トで・本校の創立者であった
1511年礎石ゐρ置き、その二二1理ナ二二庖ρ評して
幾分二つ71さうであろO仰いでゴシソクの高
天井た・見れば、くすぶつずこ上が黒く光って古
き百姓家のすs竹も及ばぬ程であろ。入口の
F二段［／腰vJ滅らされて、古S石の形【：なって
みろ。その四百弾帯潜経過しナここGば建築の
何かにつきて容易にうかy“Rれろ。
　　　　　　　　（12）
　話しつS食ひつS話す内，關東大二二の弔
慰の言葉に大分炎た催うし7こが、かSる名士
S相並んで食事するV．、學究者の爲にぱ實に
愉椥こ感じずこ6それ2）みか食器に古雅な銀製
のものが多く用moられ、料理も一等ホテ’レの
それな凌ぐかし）見られ六〇晩餐に1工學生も多
人数見えt：が、すこぶる聲澤な料理な食ひ良
い三番潜用みて幻る、終れば長老の一人ラテ
ン語で所薦な爲し、了って談話室に入り、和
氣盗心7こる問に意見な交換し、あるひに氣焔
か吐き、煙草の煙が室に滴つる頃改幽するた
営書しナこ。
　　　　　　　　　（13）
　七・月十四日午後三斜天文學會の開含式な行
ふ豫定であった、二二［工時間前に二二な以て
満ナこされアこ、第一に登壇しナニのば大運総長バ
ツフオァ卿であっずこ、蓮常服の上に緋の衣を
着け糞様子ば、あだかも曾正でもあるかミ思
ばれナこ。氏は世界に名な知ら移糞政治家であ
るカ㌔落ち付きばらって、天文學におけるラ
ヂエーシヨンの研究の必要為説き、懸河の辮
たふるつブこ。門門家にあらざる人がほrtんご
二二家彪凌ぐ議了秘吐き、一々急所たビらへ
て微細な黙まで説破しずこのに、倉員ば耳か傾
け皆大英國の政治家が科學の蔽奥なき匡めて
ゐうに驚》・プこO次にアストロ．ノマー。ローヤ
ルなるダイソンご学士院幹事である・y’　・一ンス
が鹸迎の跡な述べ’710
　　　　　　　　　（lpl）
　式後會衆はダウニング、カレヂの翻馳iに開
かれプこ園遊倉に臨んだ。ケムプリヂ大野に
關係あろ人々匡大概來すこが中に区ニウFンの
衣鉢；影野へ’rこタムソンも見えナこ。廣い額に一
度見れば忘れられない．q2奄寄ぜ大音な獲し
て談話すろ朕況ば、ニウトン再生ぜ思ばれ7：
その他各專門に麗する著名な人があっれカ㌔
濁り緋の衣存着て斡旋しブこの匡副纏長セフー
ドであるこ電な二つナこ。この會に各戸から集
まつ力科亭者の親睦を肥る爲になされ7：ので
あったが、増砦が寄るご兎角議論に花がささ
易く、余も思巨す其の渦中に入っずこ。同位兀
素の研究な以て有名なろアスト冗、水銀か
愛じ金・S爲すこtlt付奇、意見の相違があっ
て大分長く論辮か重ね‘た。その時ちよつt碧
いナここtば、この研究者が力學の素養すこぶ
る不完全で、二丁的の問題に立ち入る書一品
鋼らぬ顔なすろ、掌り不審で、ある入に尋η
れば、アストンにケンプリyヂ大工で昌ばず
蜀筆でこsまでこぎ付けれのであるから、他
の三者亡標準た異にして話をぜねばなら潭ε
注意されナこ。この大刀にに何やら閥があろや
うで、叉大まかな．iS）ころがある。これが本甲
の奨國式であらう。
　　　　　　　　（15・　）
　晩lt諸校の校友會に招かれナこ、センM：；．　一g
ンス校でば御客為圃書室に案内しt：、パnyチ
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トカsあっナこけれ～こも、オ斗學一方の予の女口きも
のにに、い［i｛9る猫に小判で、山鼠するこビ
に不可能であろ。しかし之等の気書旭讃んで
見るミ英語の綴り方が幾度か攣遽して現今の
スペ1tz　）」ングになつ’た事．が窺1エれる。無論時
勢の推移に．よる．こミであらふが、段々簡素に
なってみる、近く日本語もローマ字になるで
あらうオ．二丁すれば、昏ずン式や日本式なご
に同じ蓮命に蓬ふて最稜にに如何なる綴り方
になるであらうか豫測1工できぬカ㌔矢張り簡
便な車上書するこ劇へ國の東西な問［i　K）こ
亡s思li！　6　so
　　　　　　　　　（ユ6）
　今度の亭會に峯列しナこ人の最：大の注意をひ
いたのば、アダムスの日記であっ’r：、彼がセ
ントジョンズに學生であっすご頃書い唱ナこもので
その内の数行に過ぎぬが、「天王眠の蓮鋤に不：
規則な駿況があるにより、若しこの星よリ著
い遊星があって、この狂ひズ雇kすろもの建ず
れば、そめ軌道亡位置質：量等ば幾ばくであら
う．か、計算して見・PうiS思ふ」この意味な書き
記しプこもので、その後材料な集め漏壷に着手・
しナこ。．遂にその位置奄定めて、グリーニソチ
天文盗に報告しナこが同e＄［：フランスでも野寺
な仕事な卸し旗ルヴエリFの通知により、．ド
イツの天文肇で海王星ば獲見されナこOまだ人
間の見たこご．のない星た、計算上豫上しすご功
績ほ没すべからざうもので、両人共量見の名
丸秘二つ’tこ。この由緒あるド裡メントた．H．
前に突き出されてば余の如き二叉も叉感奮ぜ
ざるたイ暑・なかった。
　　　　　　　　　（17）
　あろ晩シドネーサソセ〃ス校に招かぞし
糞。芝生の周りに二百り電燈々飾って・夏の
夜の重京しき風【こ吹かれ樂しかつナこ。それのみ
か諸國の樂な奏して集會た賑かしfこ。この校
li昔．グロムウエルが學んだこころであるから
．さぐ殺伐な空寝に納ちてるるであ．らうiS思っ
7：カ㌔、豫想〔二反1し層てCOた。．クロムウmルのミ二
物でもあろかt．A：ねれカ㌔何にも見るこ亡為・
得な．かつ’た。憶ふに此の一代の英雄l！武力を
．以て議院fte冠婚すみ位の意氣があっ』ナこから、
三幅代（1ttプ｝レドソグに追跡され．たこ．tで
あらう。プJレ．ドングt【工何であるか次に遠謀
する。
　　　　　　　　（18）
　晩餐後セ？ト、ジ’ヨン．メの謡言舌面『ぐ、フエ1
メ・ト曙い’7・鰭や・大切な陸ユ．一メ？’1・1）工將醗感光電池の利脇蓑舌じ④るS・
容貌魁偉なる人が來て、いきなり手た握
り、「君に長岡だら．う。この間受取っナこスペ
クトル線の論文にモニユ，一紙ンタ帽ごカミ、ア
メ可力の薪割馴者に警すろ君の換金の話は全
く法螺だらう。許して置けないそ。事實白翻
しろ。おれにカナダのマ〃ソナンだ」S、無
蓮慮に突きか、つて來ナこ、そこで「豫．頂御名前
に承ってみるから、論文の交蜘工やってみる
が、御目にか・るば初めてゴす。君はセント
ジ．ヨンスに胡このか、それ定もトリニチーか
タムソンの下．に仕事なし六こビば隙れなき乱
脈である。ケムプリソヂ大恥の裏表書も話し
ナこまへ」亡迫る亡、．この男中々剛情で、前の
問から返事しろビ言ふので、換金の方法存精
しく説明して納得ぜしめ力説、彼の學生生活
だ聞くこ芝ができ糞。マグレ・ナン様蓬陣屋ナ
ダから遊乱して、．タムソンに就て研究しすこが
豪放な性質で、夜：遊びが大好きであっずこさう
だが、學生監督、壱ロちフ㍗ドングの捕虜定
なって昂宿しナこ度撒重なって外出毎に、行き
先き亡麟宿時間亡々届け禺なければならη破
目に隔つt2．s遂にかPうな窮屈な小天地に生
活するば不可能だε思ひ、中途退學を決行し
71さうである。今1エカナダの科二二の大立者
で、．砺究もやり、事務も扱ふ手腕家である。
この人ε話ぜば話すほこ、その快活な性質奄
獲照して、興味深かっナこ。そのi言’Sl：ヶンプリ
ソヂ大瓶でば、學生の行動た監了するに寄宿
舎内のみに限らす、町の隅すみまで詮索し
殊に夜更けて巡覗を放ち、學生の學鋤青津「
報告ぜしめ、揚合によりて匡途中之を推何
し、引捕へて連れ回るこミもあるさうで・ブ
ルドッグの紳名匡その職掌な語って絵りあ
るこ定か感じナ：oその後復マ〃vナンに逢ひ
大く其の篠奄探しアこが現今既に老ひても青年
時代y）小天地に安んじなかつナこか會期中にケ
ンプリyヂた去って雲懸れ．してしまつカ。
　　　　　　　　（19）
　創橋本學な構成してみる二十ばかりりの校
會の天聴賛ヤペル鮪ρてるる、中【誌
畢46年に礎7af’置いナこキングス、カレヂのチャ
ペルが最も賎嚴で寺院式に築かれてみる、余
が寄宿してみたセン1・ジ’ヨンス校のチヤペlv
ば中位のものであっ六が長さば百七十ニフイ
ト内幅三紅霞ブイトあっ．flO
學生にもミ所藤に必ず行かなければならな
　　　　　　しカ・つ’たさう7ごio　s’　s近年は随1甑tなつ7：0章三富
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人のやうな白い上衣潜着て出入りしてみるの
為宿舎の窓から時々うかS”一ってる糞から、一
度内部た見度いS思った、然し予匡生鉄薩式
にに無頓着であれぼ、必ず失冠するからS心
配に堪えづ＼校僕iに≡案内．してもらつれ。
　　　　　　　　　（2e）
　入口の正面にに世界大戦で戦死した本校出
身者の名々石に彫：刻してある。右に折うれ1ゴ
艦拝堂があろ眞正面が紳壇である、その床lt
美麗なモザイツ〃にできてみるQその一段の
アダムスの海王星な㌦念ずる霊がちりばめて
ある。雨側の窓に皆ステインド、グラスなに
め、之を透過して來る光で謹拝堂な見れば如
何にも奥ゆかしい窓の一つにセント、ジヨン
ス禺の有名なる人潜記念してある。前に記し
ナこ詩人ウt・一ズウt　’一ス、博言學者パーマ，
一、ヲミ：文學濁酒…シエ’レ、アダムス等為r寄ぜ
銃出して臨急の將來における事業に範な露れ
てるるこごは、校舎の一部ごして記す高値：が
ある。
　　　　　　　　　（L）i）
　校僕た郎して禮拝堂な見廻ってみるS、夫
君蓮れの見物人が浮橋案内者に導かれてN來
ナこ、何のいばれもなくこの夫婦が余奄さしま
れくから、近寄ろS・案内者に聞えnpうに
小竹で、「面白いこ蜜た話してやろ」S言ふ
か．らよく聞けば「案内者ばこの堂にキ）jス｝
の弟子であるジョンが學酷し六逡跡であるS
眞面目で説明したが奇怪ぢやないか」蜜二つ
プこ。余匡その時「長子の案内者もこんな．±ζ
た話す鎌倉八幡では頼朝公十三歳のεきの頭
骸骨ご呼ばるyものがあるが、之E好一樹だ」
亡腹の中で為かしく感じ7こ。
　　　　　　　　　（？，2）
　ある晩ラーモア、W　一一　srン等に誘1工れて隣
授トリニチーのチャペルに往って音樂を順い
ナこ、トリニチーば英國署名の適者政治家丈豪
等な出してみろから、チャペルの記念像、なご
は他校の及ぶSころでない。入口の永一ルに
その最大人物ε考へらるy人の像がある、第
一［：ta學者政治家であっ宏フランシスベーコ
ンの大理石像がある、次にニウトン、その次it
バツローである。このバツロー定申す人に蝕
り名な：知られてみないが、ニウトンの先生塗
して奪崇されてるる。その名にキ尾に付し．て
傳ばるt言ふより、寧ろき頭に付して傳1工つ
療方である0その横に三十ニフイトのオ・一ガ
ン、パイプが連立してみる。入って右側に哲
學者ヒユエルS丈豪兼政治家マコーレーの像
がある、之に漏して詩人テニソンが大理石【こ
きざまれてある。
　　　　　　　　　（L，b’）
　そこで余が不審為喚び起し字こCZ）　［f．、マクス
ウェルの像の建られないござである。古今為
通じ世界第一の物理論者ピ近頃賞賛ぜらる、
マクスウェル乏）f9，　li温温にありますカ・亡ラ簡
モアに質問しカミころが、：先坐い［tく、あの
人はスコトランド生れであっ71、話の好く判
らぬ側て創橋で名た知ってみるのに物理關係
のものばかりだ、そんな；tで何やかmp六ケ
敷；SがあるS話されナこが、余が前に言った
通り矢張り閥があるこ釧工疑ひ無い、しかし
一世紀た経過すればマクスウエ，レの名に必ず
ニウ下ンミいつれが大なるか奄問1工れるやう
〔こなうから、暫く待ナ；なけれl／Vgるまい。
　　　　　　　　　（L74）
　電磁方程式な演繹ずるs力感方程式を演繹
すtS　sいつれが困難なるやな尋ぬれば、この
問題も自ら解決すろわけで、その内面者が二
心秘下す時節が到來するから別に急ぐ必要に
ない。近1頃の電氣事業の獲展ば概してその房
勢なファラデーzSマクスウェルに麟ゼねばな
らぬ、　しかし一てその婁交量：的の事項に二三して
［t、全くマクスウエ）1ノの指揮の下に働いてみ
るのである、殊に無線通信の如きもマクスウ
XJvが先贅者であっナここミた思へば、1・可・＝
チーに雇々ず；る大理石像fr建てる建て澱の問
題は、歯牙にかくるに足らぬ、くだら鎗質問
な獲しナこぜ話た・他に轄じプこ。
　並並に實に目垢であっナこ、ラテン1。｝でつS“
つ公宗教的の歌にi酎すうものであろから、自
然荘粛な翫評すろ。三十二喫のオーガンバ
／ブな吹奏すれば禮拝堂のナークの棟に動し
『（堂もヌ．之に共鳴するやうに一白えず：o
　　　　　　　　　（25）
　七月十八日、「二十一日午後豊熟の名望學二
三與な行ふから式に出頭しろ」S手紙な受取
っナこ、何だかや．ぶから棒潜出し7：Pうな通知
で當鋤けこカ㌔前にキヤムベ，レの笑談ざ居つ
f：のが事認定なって現れ7このかt察せられナご
カヴエンヂツシユ蜜験場な見物に行き、ラザ
フナード敷授に逢ひ始めて考ヘナこ通りであろ
こ亡た確かめ六翌日緋の衣為届てもらつ7：。
着てみるビ衣のやうであるけれこも胸に二條
のひもが下がって、羽織のびものやうである，
結ぶのmpら一向知らす、又帽子匡ヘンリρ入
一週間のケンフ甥ヂ大學寄宿舎生活（長岡）
〆μ一　
　．世の像に描かれてあ．るやうな、ビロード製の
　ものであろ・前か後か知らぬが、．金線のひも
　が下ってみる、疲室の鏡の前に立ちて思案に
　くれても・解決六ケしいので・遂に仕立屋に
　飛び込み受方な聞きて始めて胸のひも［i結ば
　二二S、田子の金のひも1工前に下げろこビか
　知つ7こ口
　　　　　　　　　（2’　6）
　　式［1になってラーモア匡君にに勝手が分ろ
　象いから、僕が案内する亡の親切なこミばに
甘ぺ（、連れられてタ“Vsング校訓唖総長の
　午甕會に列し’た。セントジ’ヨンス校から才望
　場まで十町計りの間・緋の衣7de　tJ），脇ににさん
　でビロードの瀞ンネツトた冠って行つナこが・
　このli肩帯為濁るぱ何だかきまりが悪く、途中
　女小一に學ばれにぜぬかE心序し7こけれこも
　皆見慣れてみるt見えて、ふり返るものもな
　かつカのに、何よりの幸びであっナこ。挙揚で
　衣を着て着席し’たが學位な受くる人の年長
　者it、バリ天文墓長バヤウ（七十八歳）でリツ
　ク天職璽長であるキャム心ン、ライデン天
　丈墓長．ドジツテル、田田一　IV天文墓長シュレ：y’
　シジア・一　U’楽書であろこ亡が判つナこ、皆天丈
　學者であっ一（　，余濁り異分子であっ才こけれこ
　も、副総長が渡し7；引導で、趣旨it明自にな
　つ六〇つまり各自の研究の圭なるものtde暴げ
　て授與の理由書爲し7：のであろ。
　　　　　　　　　（27）
　　會食後故道ftr．たごりて、トリニチー佼側の
　議事堂に出ナloその間緋の衣だ着て往來奄々
　んだが夏の日の熱さに汗1工流る㌧、前に．；｝t“ン
　ネPS丈けで［t振り向かなかった子供等．も、
　緋の衣々びらっかぜてるるt、妙な顔秘すろ。
　更に流汗為催しずこ。議事堂裏の記錐所で署名
　してから、陣立て｝這整へ7こ。眞つ先に立つの
　は．やり持ちであっアこ、．穗さきの下にに、．澄．
　かりが付いてみる。やり持ちの装束匡、十四
　五世紀頃流行の服たそっくりそのま・で、粛
　ンネyl・式の帽奄冠りヅボンにま7こでふくれ’
　て、膝から下［工脚孚檬のものを着けてゐナこ。
　この如き服装にれS“［：劇場で見ろこ建な得る
　のみ亡思って“io　’tこに相組し、創橋でに今猫實
　行してみるに驚かざうた得ない。又やり持ち
　の風だr見ぜ’し（11“Shakespeare　（やり振り）なごレ、
　ふ姓な名乗る人あるも無理ならぬこ亡S　，ee・，［1［
　れナこ。やり持ちの後に副総長校長等が、學位
　潜授興ぜらる、五人を導き會議堂に徐々t入
　り、副総長に上段に席な占め71。その後に銀
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飾りの大捧を椥こけこ、從陵らしきr，のが倥
へて胡こ、横に立てる［tドクトルグローヴア
rヨいふ薄言學者で、余が座席に就くgeラテ
ン語で演説な始め糞、それが濟むご叉學位を
受くるものL功績々ラテン語で報告し、キャ
ムベル、バイヨ・一等五人に、順次捧持ちに護
衛されて副纏長の前に行き、蹴澄して握手し
簡軍なる副総長のラテン語のあいさつか同き
その後に着席しt：o．
　　　　　　　　（2S）・
　是にて一蔀の式ば終つ7：カ㍉その日は大悲
卒業生にも學位授興式があった。是等の卒業
生it黒い衣な着てゐ六、副士長の前に行き膝
為折って握手し7：。この式が濟むご倉衆ば拍
手して式な終へ7こ。堂な出つれば而立な述ぶ
るもの多人数あっア；が、その一人iT．、余に向
ひ、君ばこの劔嬌の儀式な指して、塁蝕猷言
ふだらうミ問ふナこ。否、保守的であるビ答へ
7こQそれから皆集って爲翼を亡って散撰し7こ
この日議事堂の柵外it、見物人を以て埋まり
盛會であっ’rこヵ㌔：先年東宮殿下が學位な受け
ずこまひし亡きも、グローヴァーがラテン論の
演説たし糞定話しれカ㍉そのli＃i’Xさぞ人山奄
温い7こ1　・Sであらうと推察すろ。
　　　　　　　　　（o．　’9）
　その晩ト1）＝チ一校で親譲；セ粗くからE案
内があった。天文學會に列席しナこ挙山、松隈諸
氏ミ之に臨んだが、余ば矢張｝〕緋の衣で出ずこ。
タムソン匡校長Eし¶て、」二段の長いテPプiレ
の一角に席な占めすご、不：相攣緋の衣：な着て
みるカ㍉そのイスの背言区の高いの［こ驚いすご氣
嘗てニウ下ンの省乾た見て、／スの丈高い1こ
が付い71が、全くそれ亡同じ造りであっ六〇名
品學位ズレ受けブこもの（i［、皆このテーブル遵r謹
んで座つアこ。固より三十人位ずわられろテー
ブルであるから、その間にli鱗禽出の諸學者
が匡さまれてる7：0この大廣間の眞向うに匡
ヘン“」一入世の肯像が懸けられ。その左にニ
ウトンの立像が書かれ、右ににレイノーVヅの
匿いすこ貴族の小見の像があっ．た。ニウトンの
像秘よくよく見ろS、東大物理教室で年々開
くニウトン祭に掲げらる、里門ほ、．この像の
胸以上た模蔵し7；ものである。その他詩人バ
和ン テニソン、哲學者べ一＝・の郎等カギ
ある。壁にに哲學者ヒウエ，残小説家サツケ
ンー、物理富者マクスウエ，レ、タムソン、
天文學者エァリ戸、撒學者ヶーレー、人類學
．者ゴーツトンsその他著名なる人物或十名の
20vo 山台間のケンプリヂ大學寄宿舎生活（長岡）
額がか」ってみろ。是等ば皆トリニチー出勇
で、その澤山人材な輩出しずここぜ（t、この校
に及ぶものiSlあるまい。タムソン［t天丈學會
員に向って、百五十年來アストロノマー・ロ
ーヤ，vit3本佼出男猫占だ謡舌し7こが事實で
あ．らう。
　　　　　　　　　（30）
　覗宴が開かる、ミ、タムソンば立ってラテ
ン語で最初二二な爲けこ、叉ガレリーにみすご
野師匡ラテン語の歌ゐρ殆ご間断なくうプこつ
’tこ、その中にに十三四の子供もゐ才こが全く婦
人無しの宴會tiすこぶろ奇観であっ7こO食事
中、ア1レコ　一　Jtr分の強いビール、即ちエール
のまはし飲みが始まった。杯に銀製の大型の
もので一升位の容量があっプこ。その周りにナ
プキンの鉢巻がしてあろ、飲んで口か付け宏
場所た拭いて、次へ渡す爲であろ。一一一一人が飲
んでみろ問にその隣の人ば立ってるる。しか
してさかづきにその人に渡＄づ＼向ふ向ふS
渡す、この奇1怪な習憤が何の爲であるカ㍉さ
つぼり判らす、隣席の元國立物理論験舌長で
あっずこP’　V一ズプルツクに1れて、その古式
であろこビな知つ糞。
　　　　　　　　　（5・1）
「昔しサ〃ソン王がエール為飲んでみるビき
刺客の爲に刺されて死んだこSがあるさうで
以西立ち飲み施するミ剥へ護衛の爲め隣の
人が立って注意すろ脅慣になってみろ。それ
が今もって潰威ぜぬ。例へば君の着てみろ緋
衣も4i　・iH・紀の曾服から來ナこもので、僕の着て
みる黒衣の如き　［i、元［ll長袖（：　一一メートル位
q）風力sイナレ、てるナこもの7ご。是｛iナこく鉢1こ’圭｝『く
もらっiこパンな容れる爲であっ7こ、緋衣に近
年出來ナこ暦博服であるから、鯨程簡軍になっ
てみる」ミ申されれが日野の保守主義1一通り
ものであっても、文化の中心に此れ程まで保
存ぜらるytl工思びも寄らない。然し物韮里學
方面でに新研究が績々獲表ぜられて、最新の
空氣葎吸ふごiSが可能である。實際劔橋のカ
ヴエンヂツシユ實瞼揚で爲されずこ放射’階調の
研穽ば、世界の學者に尊重まられて科學上薪
時期を・輝書ずるこ亡がある、かくの如く奮新
入り混ってみるから、古式ばかり墨守してみ
るt！r［i言ひ難い。
　　　　　　　　（bT2）
　妄評後庭た取り「圃んでみる廊下で會reitカ
フェ准飲みつ㌔談話な交へ7；。英國各地；なの
忍者のみならす、東二洋方面力》らまで來てるみ
から、あだかもコスモポリタンの趣味な帯び
ブこ、中にもトリ＝チP出輿の回者が多人数あ
っtC　sしかも有名な人が澤山ゐ索。＝ウトン
以來多士、珊々實にうらやましく思ばれナこ．
　　　　　　　　　（33＞
　學會で專ら数學物理天賦等に卸する斜橋フ
イロソフhカルソサエチーεいふものがある
滞在中この會が開かれナこが、相塗らすコスモ
ポ可タン式の含合で立錐の鎗地無｛まで賠衆
な以て満宏されブこ。印度人it多数見f．．　7；ヵ㌔
中華民間船側回者張雲も見受け7；o論丈の提
量iされ，字このtt一｝’篇計りあっナこカs、時間力s短い
ので講偵ば三人に限られナこ。タムソンの輻射
の構造、エVヂントンの天文學における電離
の意義に鯛する研究が報告され負、之によっ
て始めて相国原理ビ、天心山回定な総合し7：
．結果が相一致し、電離的説明な鷹用する［：ra
切なる面白き揚合ある事な知つナこ。余も幸ひ
に短蒔問に水堰換金の講演な爲す光榮な荷ふ
プこ。しかして他の人の二丈に、Taken　as　re烈
で終結されナこ。天丈學総會の事で㌔すべきこ
釧工澤山あるが、由り忌門的に流る、弊審が
あるから言己さぬ。
　　　　　　　　　（oo　4）
　寄宿舎の内幕な記し幽いカ㌔あひにく出生
．芒接鰯する暇がなかつナこ。唯外部からうかy“
つて見7こに止まる。兎も角夏休み中寄宿舎1：
獲って勉強してみろ連中だから、熱心家にに
蓮；びない。鯨り喧騒な皐動は氣付かなかつ’7：
が婚ご各室【こ備へてあるピヤノの音を間くこ
ヒは晶々あっ7こ、叉時々スte　一一）v　l：行くこt
も、服装の攣りやラケットなご持って出ろこ
Eにより判ったO叉禮舟…堂に日疹…ずる學生も
少くに無かつナこ。要するに創橋大恥でに人物
養生か目的εしてみるから學問一方のみに偏
する傾向に少いPうであろ。
　　　　　　　　（35）
　調室に入りて電燈た消ぜば、ステインドs
ク’ラスの窓力’らもうろう亡薄レ、ジftカiもれワ（、
氣味，選い心・地ヵミ最：初【諭し7こカざ数日7tesstし1ゴ之
に慣れて心地よくなつ瓜隣のト胎チ堰
のチヤペ卵塔嚇の鋤こ夢槻されて感1概
深き想を・しナここEも度々あっ71カ㌔一週日に
束の間匿思ふ内に過ぎ去りて、七月二十二日
にに此の興昧ある大學町た去つ7こ。（終）
　　　　　　　〔東京帝國大回新聞より〕
